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1 はじめに
近年，オンライン学習やデジタル教材の普及に伴い，
遠隔講義が広く実施されている．遠隔講義特有の手法の
活用により，対面講義を越える教育効果が期待される．
記憶研究の分野では，複数の異なる環境的文脈（部屋
や空間等）で学習を行うことで検索手がかりが増加し，
想起成績が向上するマルチ文脈効果が報告されている．
また，教育分野では，話者に関する情報が社会的文脈と
して符号化され，学習内容の記憶に影響を及ぼす可能性
が指摘されている．実際に，教員の見た目をエイリアン
やロボット等のアバタに変化させることでマルチ文脈効
果が生起し，講義におけるテスト成績が向上したと報告
されている [1]．しかし，すべてを人アバタ（外見がリ
アルな人）とした場合には，外見的差異が小さく，学習
者にとって異なる文脈として十分に知覚されず，マルチ
文脈効果が生起しなくなる可能性も指摘されている [1]．
一方で，すべてが人アバタであっても，教員の外見の違
いに基づく弁別は容易であり，マルチ文脈効果が生起す
る可能性がある．また，音声合成技術の発展により，同
一内容を複数の話者音声で呈示でき，音声の変化によっ
て教員の弁別が強化され，マルチ文脈効果がより強く生
起する可能性がある．しかし，アバタの外見と音声とい
う複数の社会的文脈を同時に操作した際の相乗的なマ
ルチ文脈効果については明らかにされていない．
そこで本研究では，アバタおよび音声という社会的文
脈に着目し，マルチ文脈効果が生起する条件やその限界
の検討を目的とする．これは，デジタル教材設計および
記憶研究の双方に示唆を与えることを意味する．
2 実験
本研究では 2つの仮説を設定した．
仮説 1：人アバタのみを使用した場合でも，マルチ文
脈効果は生起する．
仮説 2：記憶量は，アバタの外見と音声が変化しない
場合<一方のみ変化する場合<両方とも変化する場合
の順になる．
実験参加者は，高知工科大学情報学群に所属する学部
生および修士生 102名であった．そのうち，10名（男
性 5名，女性 5名）は本実験とは独立して事前アンケー

トに参加し，92名（平均年齢 21.70 ± 1.40 歳，男性 72

名，女性 20名）が単語暗記の本実験を行った．
人アバタ画像および音声を日本人男性に統制した複数

パターンを生成し，リップシンク技術を用いて動画刺激
を作成した．作成した刺激は，PC画面上に表示すると
ともに，音声をイヤホンまたはヘッドホンで呈示した．
事前アンケートは，アバタおよび音声に対する主観的

印象の差異が想起数に及ぼす影響の最小化を目的とし
た．作成したアバタ画像および音声について，2段階の
印象評価（7件法）を実施し，評価が極端に偏らない 4

パターンの組み合わせを本実験刺激として選定した．
本実験は自由再生課題における想起数を従属変数と

し，有意水準は 5%で 3要因混合計画による比較を行っ
た．1つ目はアバタの外見であり，1-Avatar条件（4セッ
ションすべて同一アバタ）と 4-Avatar条件（セッショ
ンごとに異なるアバタ）の 2 水準を設定した．2 つ目
は音声であり，1-Voice条件（4セッションすべて同一
音声）と 4-Voice条件（セッションごとに異なる音声）
の 2水準を設定した．これら 2要因の組み合わせによ
り，非変化条件（1-Avatar条件と 1-Voice条件），音声
変化条件（1-Avatar 条件と 4-Voice 条件），アバタ変
化条件（4-Avatar条件と 1-Voice条件），複合変化条件
（4-Avatar条件と 4-Voice条件）の 4条件を構成し，参
加者間で比較した．3つ目はセッションであり，4つの
セッションで参加者内で比較した．
参加者は 4条件のいずれかに無作為に割り当てた（各

23名，男性 18名，女性 5名）．想起数が 3点以下の参
加者を外れ値として，2条件において各 1名（いずれも
男性），計 2名を分析対象から除外した．実験は 1–8名
で同時実施したが，各参加者は個別の機器を使用したた
め，参加者間の相互影響は生じなかった．
単語暗記課題は 4つのセッションから構成され，各

セッションでは約 2分間の動画を用いて 25語の単語を
呈示した．今回使用した単語は，藤田ら [2]により作成
された 5段階評定 (1.低–5.高)における熟知価が高いも
のから，清音ひらがな 5文字の名詞 100語を選出した．
単語はアバタ映像とともに音声および字幕で呈示した．
セッション間には 5分間の休憩を設け，4セッション終
了後は再度 5分間の休憩の後，8分間の自由再生課題を
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実施した．その後，各セッションで使用されたアバタお
よび音声を 8種類から選択する社会的文脈テストと，事
前アンケートと同様の印象評価アンケートを実施した．
これは，単語内容の記憶がアバタや音声と結び付いて保
持されているかを検討するための探索的指標であった．
3 結果
各条件全体の想起数は，非変化条件が M = 19.05

（SD = 11.26），音声変化条件がM = 19.87（SD =

8.10），アバタ変化条件がM = 20.77（SD = 9.28），
複合変化条件がM = 19.96（SD = 11.52）であった．
各条件および各セッションにおける単語想起数の分布
（0–25語）を図 1に示す．×印は平均値を表す．

図 1 各セッションにおける条件別単語想起数

各条件ごとに正規性の検定を行った結果，一部の条件
において正規性の仮定が棄却されたため（Shapiro-Wilk

test，p < .05）整列ランク変換を施した後，アバタ×
音声×セッションの 3要因混合計画分散分析を実施し
た．分析の結果，セッション要因の主効果が有意であった
（F (3, 258) = 9.67, p < .001, η2p = .10）．一方で，アバタ
要因の主効果（F (1, 86) = 0.24, p = .628, η2p = .003），
音声要因の主効果（F (1, 86) = 0.01, p = .917, η2p <

.001），および 3要因間すべての交互作用はいずれも有
意ではなかった（いずれも ps > .10）．

図 2 アバタ，音声における条件別社会的文脈テスト正答数

次に，条件ごとの社会的文脈テストの正答数（0–4）
を図 2に示す．×印は平均値を表す．アバタに関するテ

ストでは，複数条件において正答数が低くなる傾向が見
られた． 一方で，音声に関するテストでは，条件間で
大きな差は見られず，全体として低い正答数であった．
また，社会的文脈テストの正答数と，自由再生課題にお

ける合計想起数との関連について，スピアマンの順位相
関分析を行った．その結果，アバタおよび音声の同定成績
はいずれも合計想起数との間に有意な相関は認められず，
相関係数も小さかった（いずれも |ρ| < .20, ps > .10）．
4 考察
アバタの外見および音声の変化が想起数に与える影響

を検討した結果，いずれの要因の主効果および交互作用
も有意ではなく，マルチ文脈効果は確認されなかった．
仮説 1については条件間で想起数に有意差は認めら

れず，この仮説は支持されなかった．本研究で使用した
アバタはすべて日本人男性であり，年齢層や服装，背景
といった要素も共通していたため，アバタ間の視覚的差
異が限定的となり，参加者にとって異なる人物として知
覚されにくかった．また，社会的文脈テストにおいて，
アバタの同定成績が複数条件で低かった点とも整合的で
あり，人物アバタの外見が有効な文脈手がかりとして十
分に機能しなかったことが，マルチ文脈効果が生起しな
かった一因であると考えられる．
仮説 2については条件間に明確な順序関係は認められ

ず，アバタ要因と音声要因の交互作用も有意ではなかっ
たことから，この仮説は支持されなかった．社会的文脈
テストにおいて音声の同定成績が全体的に低かったこ
とから，音声情報は視覚情報と比較して識別が困難であ
り，音声の変化は有効な文脈手がかりとして機能せず，
アバタ要因と音声要因の組み合わせによる相乗的なマ
ルチ文脈効果は生じなかったと考えられる．
社会的文脈テストの正答数と合計想起数との間に有

意な相関が認められなかったことから，本研究の条件下
では，単語内容の記憶とアバタや音声といった文脈情報
は相互に独立して保持されていた可能性が示唆される．
5 まとめ
本研究では，アバタの外見および音声を変化させ，マ

ルチ文脈効果が単語記憶に与える影響を検討した．その
結果，本研究の条件設定においては，アバタおよび音声
の変化によるマルチ文脈効果は，自由再生課題における
単語想起数に明確な影響を及ぼさないと示唆された．
今後は，アバタや音声の差異をより明確に操作し，マ

ルチ文脈効果が生起する条件を検討する必要がある．
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